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NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
Exp 巧 ss 5800 /110GR-1d 


ソフトウェア編 

Express 5800シリーズ用に用意されているソフトウエアについて説明します。 



添付の CD - ROM について（一174ぺージ） 

本体に添付の 「EXPRESSBULDER」CD-ROM に収められているソフトウェア 
について紹介します。 


EXPRESSBUILDER (一 17日ページ） 

セットアップツール 「EXPRESSBUILDER」 について説明します。 


ExpressPicnic (-►187ぺージ） 

シームレスセットアップ用パラメータディスク（セットアップパラメータ FD) 
を作ぶする、ソール 「ExpressPicnic」 について説明します。 


本体用バンドルソフトウェア（一197ページ） 

本装置にインストールするバンドルソフトウエアについて説明します。 


管理 PC 用バンドルソフトウェア（一203ページ） 

本体を監視-管理するための管理 PC にインストールするバンドルソフトウェ 
アについて説明します。 
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174 添付の CD - ROM について 


添がの CD - ROM にごいて 

添付の 「 EXPRESSBUILDER ®」 CD - ROM には、本装置を容易にセットアップするための 
ユーテイリテイやを種バンドルソフトウエアが収録されています。これらのソフトウエアを 
活用することじより、本装置の機能をより多く引き化すことができます。 


W -0 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM は、本装置の設定び完了した後でも 、 OS 
の再インス I ルや BIOS のアップデートなどで使用ずる機会びあります。紛 
失しないように大切に保存しておいてください。 




無停電電源装置 ( UPS ) を制御するソフトウ：!:アは含まれていません。無 
停電電源装置 ( UPS ) を利用するには、制御用ソフトウ:！:アが必要です。 
制御用ソフトウエアには、 ESMPRO / UPSManager や ESMPRO / Automat - 
icRunningController のご使用を推奨します。 

ディスクアレイの設ををする RAID ユーティリティはボード上のチップ 
に搭載されています。これらのユーティリティの操作方法については、 
ボードに添付の説明書を参照してください。 
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EXPRESSBUILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、 Express 5800シリーズに接続された八ードウてアを自動橫化し 
て処理を進めるセットアップ用統合ソフトウエアです。 EXPRESSBUILDER から OS をインス 
I -ールする際には、インストール対象の八ードディスクドライブ（またはディスクアレイの 
論理ドライブ1台のみ）だけを接続してセットアップしてください。 


EXPRESSBUILDER 

Now Loading... 



—にごいて 


EXPRESSBUILDER には3つの起動方まがあります。起動方まによつて表示されるメニュ ー 
や項目が異なります。 

• 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM か！5起動する 


EXPRESS 目 UILDER を本体の DVD - ROM ドライブにセットして起動し、 
「 EXPRESSBUILDER 」 内のシステムから起動する方まです。この方までシステムを起 
動するとちに示す 「 EXPRESS 目 UILDER トップメニュー」が表示されます。 

このメニューにある項目から本装置をセットアップします。 


EXPRESSBUILDER 



「'ンームレスセシトアッカは、 RAID の設定から、 
あを種ユーティリティのインストールまでを 
切れ目むく （シームレスで）たシトアッブでさる 
方まです。 

いードディスクを購入時の!尤態と異なるィくーティ 
シヨン棉巧で使用する場合やのを再インストール 
する場合は、シームレスセットアッブを使用して 
<ださい。謹な它ットアッブをこの機能がち 
わって斤います。 
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W "0 • 本装置 m がのコンピュータおよび他の Express 己800シリーズで起動し 

■to ないでください。故障の原因となりまず。 

• メニューの「シームレスセットアップ」を実行するとあ5かじめインス 
トールされている 0 S を消去しまず。 0 S もインストールし直す必要びあ 
ります。 


EXPRESS 巨 UILDER トップメニューじつし^てはこの後の 「 EXPRESS 目 ULDER トップメ 
ニュー」を参照してください。 

• コンソールレスで FEXPRESSBUILDERJ CD - ROM か5起動する 


ファイルを rCSL 丄 ESS . CFG 」 の「設を情報ファイル」を格納したフ□、ソピーディス 
クを FD ドライブに挿入した状態で EXPRESSBULDER から起動、または起動時のリモー 
卜、 □一カルの切り替え画面で、 R 羊一を押して起動すると、 LAN か COM (シリアル） 
ポートで接続している管理用〕ンピュータ ( PC ) の画面には 、 「EXPRESSBULDER 
トップメニュー」が表示されます。管理 PC からこのメニューにある項目を使って本装 
置を遠隔操作をします。 



矢巧キーで反技を巧目に合わせて、リターンキーを巧してくださし1。 

EXPRESSBUILDER は本装置のセットアッブをサボートします。 

【たットアップ】 

本装置のセットアッブを容易に行えるように、自動的にセットアッブに必要む 
ツールをお動し、バラメータを設定していきます。ただし、たットアッブが 
自動的に料断できないバラメータは、オベレータに入力が要ボされます。 


W "0 • 本装置 m がのコンピュータおよび他の Express 日800シリーズで起動し 

量3 ないでください。故障の原因となります。 

• コンソールレス時の使用は、本体のマウス/キーボードコネクタにキー 
ボードび接続されていないことび条件です。本体にキーポード （USB 
キーボードは除く）び接続されていると、 EXPRESSBUILDER はコン 
ソールびあると判断し、コンソールレス動作を行いません僧理 PC にメ 
ニューを表示しません)。 


EXPRESS 目 UILDER トツプメニユーについてはこの後の「コンソールレスメニユー」を 
参照してください。 
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• Windows び起動した後に EXPRESSBUILDER をセツトする 


Windows(Windows 95 W 降、または Windows NT 4.0降)が起動した後、 DVD-ROM ド 
ライブに EXPRESSBUILDER をセットするとメニューが表示されます。表示されたメ 
ニューダイア□グボックスは「マスターコント□ールメニュー」と呼びます。 

マスターコント □ ールメニューについてはこの後の「マスターコント □ ールメニュー」 

を参照してください。 
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EXPRESS 巳 UILDER トツ 



EXPRESSBULDER トツプメニューは八ードウ エアおよび OS (オペレーティングシステム) 
のセツトアップとインストールをするときに使用します。 


，■〇 BIOS の設定を間違えると、 CD - ROM か5起動しない場合びありまず。 
EXPRESSBUILDER を起動できない場合は、 BIOS セットアップユーティリ 
ティを起動して下のとおりに設定してください。 

- 「 Boot 」 メニューで rCD-ROM Drive 」 を1番上に、 

「Removable Devices 」 を2番目に設定。 


起動方法 

次の手順に従って EXPRESSBUILDER トップメニューを起動します。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を日 N にする。 

2. 本体の DVD - R 日 M ドライブへ 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - R 日 M をセットする。 

3. CD-R 日 M を セッ トしたら、 リセッ トする （く Ctrl〉 + く Alt> + く Delete〉 キーを押 
す）か、電源を 日 FF/ 日 N して本体を再起動する。 

CD-ROM からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBULDER が起動します。 

EXPRESSBULDER が起動すると、 W 下のような EXPRESS 巨 UILDER トップメニューが現れ 

cK 9 〇 


シームレスセットアップ 

セットアップパラメータ FD の情報を参照して、切れ目なく 
(シームレスに）セットアップを行います。 0 S の再インス 
トールを行う場合、こちらのセットアップ方式を選択して 
ください。 


舶 


、ソール 


EXPRESS 目 UILDER に収められている「システム診断」な 
どの各種ユーティリティを個別に起動します。 


EXPRESSBUILDER 


「シームレスセットアッカは、 RWD の設定た、ら、 
お各種ユーティリティのインストールまでを 
切れ目なく （シームしスで）亡ットアッブできる 
方まです。 


M — ドディスクを困 IAB が 
シヨン樹巧で使用する場^ 
する場合は、シームレフ 
くださし、。なたット 
わって行います。 


をを:をなる/ S — ティ 
のを再インストール 
シトアツブを使用して 
シブをこの機能がけ 


職 I 


ヘルプ 


終了 


EXPRESSBUILDER について説明しまず。セ、ソトアップを実 EXPRESSBUILDER の終了画面が表示さ 

行する前に一通り目を通しておくことをお勧めします。 
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シームレスセットアップ 

「シームレスセットアップ」とは、八ードウエアの内部的なパラメータや状態の設をから 0 S 
(Windows Server 2003). 各種ユーティリティのインストールまでを添付の 
rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップできる 
Express 5800シリーズ独自のセットアップ方まです。 

購入時の状態と異なる八ードディスクのパーティション設をで使用する場合や OS を再インス 
トールする場合は、シームレスセットアップを使用すると煩雑なセットアップをこの機能が 
代わって行います。 

「シームレスセットアップ」を選択すると、 OS のインス!-ールを開始します。 


P -0 セットアップを開始した5、完了するまで本体の電源を OFF にしないでくださ 
し、また、指示びあるまでセットアップパラメータ FD を取り出さないでくだ 
さい。 


ツールメニユ ー 

ツールメニューは、 EXPRESS 目 ULDERI こ収められているを種ユーティリティを個別で起動 
し、オペレータが手動でセットアップを行います。「シームレスセットアップ」では自動設 
定できない設をや、より詳細に設定したい場合などに使用して<ださい。 

また、システム診断やサポートディスクの作ぶ、保守用パーティションの設定を行う場合も、 
ツールメニューを使用します。次にツールメニューにある項目について説明します。 


RAID 情報のセーブ/リストア 


オフライン保守ユーティリティ 
システム診断 
ヴポートディスクの作成 
保守用パーテイシヨンの設定 
各種 BIOS / FW のアップデート 
システムマネジメント機自居 
ヘルプ 


トップメニ 


-に戻る 


テ‘’イスクアレイホ‘’-ド：なし 
ヴ - U ” 巧-'；/‘’メ外ホ‘’-ド：なし 
システム]ンフイク‘’レーンヨン：なし 


• RAID 情報のセーブ/リストア 

ディスクアレイシステムのコンフィグレーション情報をフ□、ソピーディスクに保存 
(セーブ)、または、フ□、ソピーディスクから復元(リストア)することができます。 


— RAID 情報のセーブ 


ディスクアレイコント□ー ラのコンフィグレーション情報をフ□、ソピーディスクに 
保存します。フォーマット済みのフ□、ソピーディスクを用意してください 。 RAID 
の設をや変更を行った時は、必ず本機能を使用してコンフィグレーション情報を 
セーブしてください。 

- RAID 情報のリストア 

フ□、ソピーディスクに保存されたコンフィグレーション情報をディスクアレイコン 
卜□ーラ上に復元します。 「 RAID 情報のセーブ」で作成したフ□、ソピーディスクを 
用意してください。コンフィグレーション情報が万一破壊された場合や、誤ってコ 
ンフィグレーション情報を変更してしまった場合は、本機能を使用してコンフィグ 
レーション情報をリストアしてください。 
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wO この機能をサボートしていないディスクアレイコント□ーラもあります。その 
場合、このメニューは表示されません。 


^ この機能は保守用です。保守 U かの目的で操作しないでください。誤った操作 
を行うとデータを損失するおそれがあります。 


• オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティとは、障害発生時に障害原因の解析を行うためのユー 
ティリティです。詳細は243ページまたはオンラインヘルプを参照してください。 

• システム診断 

本体上でを種テストを実行し、本体の機能および本体と拡張ボードなどとの接続を橫査 
します。システム診断を実行すると、本体に応じてシステムチェック用プ□グラムが起 
動します。210ページを参照してシステムチェック用プ□グラムを操作してください。 


• サポートディスクの作成 


サポートディスクの作成では、忙 XPRESSBULDER 」 内のユーティリティをフ□、ソ 
ピーディスクから起動するための起動用サポートディスクやオペレーティングシステム 
のインス I -ールの際に必要となるサポートディスクを作成します。なお、画面に表示さ 
れたタイトルをフ□、ソピーディスクのラベルへ書き込んでおくと、後々の管理が容易で 
す。 


サポートディスクを作成するためのフ□、ソピーディスクはお客様でご用意ください。 

- Windows Server 2003 x 64 Edition OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 

Windows Server 2003 x 64 Editions をインストールするときに必要となるサポー 
トディスクを作成します。 


- Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESSBUILDER 

Windows Server 2003をインス I — ルするときに必要となるサポートディスクを 
作成します （ r シームレスセットアップ」でインス!-ールする場合は必要ありませ 
ん）。 


- R 0 M - D 0 S 起動ディスク 


R 0 M - D 0 S システムの起動用サポートディスクを作成します。 


- オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。 

- システム マネージ メント機能 

通報機能や管理用 PC からのリモート制御機能を使用するための設をを行うプ□グ 
ラムの起動用サポートディスクを作成します。 
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参保守用ノ \°ーティシヨンの設定 

ここでは、保守用パーティションに対するメンテナンスをすることができます。保守用 
パーティションが作成されていないときは「保守用パーティションの作成」と 「 FD に K 
の起動」 W 外の項目は表示されません。保守用パーティションの詳細については、9 
ページを参照してください。 


w "0 r 保守用パーテイシヨンの設定」の各項目を実行している間は、リセットした 
量3 り、電源を OFF にしたりしないでください。 


- 保守用パーティションの作成 

保守用として内蔵八ードディスク上に領域を磕保し、続けてを種ユーティリティの 
インス I -ールを行います。すでに保守用パーティションが磕保されている場合は、 
各種ユーティリティのインストールを行うことができます。 

- 各種ユーティリティのインストール 

各種ユーティリティ（システム診断/システムマネージメント機能/オフライン保守 
ユーティリティ）を、 CD - ROM から保守用パーティションへインストールします。 
インス!-ールされたユーティリティは、オフライン保守ユーティリティを八ード 
ディスクから起動した場合に使用することができます。 

- 各種 ユーティリティの 更新 

各種ユーティリティ（システム診断/オフライン保守ユーティリティ）を、フ□、ソ 
ピーディスクから保守用パーティションへコピーします。各種ユーティリティがフ 
□、ソピーディスクでリリースされたときに実行してください。それ W 外では、本項 
目は使用しないでください。 

- FDISK の起動 


ROM - DOS システムの FD に K コマンドを起動します。パーテイシヨンの作成/削除 
などができます。 

• 各種 BIOS / FW のアップデート 

8番街で配布される「を種目 IOS / FW のアップデートモジュール」を使用して、本装置の 
BIOS/FW (ファームウェア）をアップデートすることができます。「を種目 IOS / FW の 
アップデートモジュール」については、次のホームページじ詳しい説明があります。 

『8番 街』： http :// nec 8. com / 

を種目 I 0 S / FW のアップデートを行う手順は配布される「を種目 I 0 S / FW のアップデート 
モジュール」に含まれる rREADME . TXT 」 に記載されています。記載内容を磕認した 
上で、記載内容に従ってアップデートを行ってください。 

「 README . TXT 」 は Windows OS のメモ帳などで読むことができます。 


，■〇 BIOS / FW のアツプデートプ □ グラムの動作中は本体の電源を OFF にしない 
量3 でください。アップデート作業び途中で中断されるとシステムび起動でをなく 
なります。 


• システムマネージメント機能 

通報機能や管理用 PC からのリモート制御機能を使用するための設をを行います。 
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• ヘルプ 

EXPRESSBUILDER のを種機能に関する説明を表示します。 

• トップメニューに戻る 

EXPRESSBUILDER トップメニューを表示します。 
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ンソールレスメニ 


EXPRESSBULDER は、本体に羊ーボードなどの〕ンソールが接続されていなくてもを種 
セットアップを管理用コンピュータ（管理 PC ) から遠隔操作することができる「コンソール 
レス」機能を持っています。 


• 本装置 m がのコンピュータおよび他の Express 日800シリーズに使用し 
ないでください。故障の原因となりまず。 

• コンソールレス時の使用は、本体のマウス/キーボードコネクタにキー 
ボードが接続されていないことび条件です。本体にキーボード （USB 
キーボードは除く）び接続されていると、 EXPRESSBUILDER はコン 
ソールびあると判断し、コンソールレス動作を行いません償理 PC にメ 
ニューを表示しません)。 


起動方法 

• LAN 接続された管理 PC から実行する 

• ダイレクト接続に 0 M 目）された管理 PC から実行する 

起動方まの手順については、 「 EXPRESSBULDER 」 内の 「 DianaScope オンラインドキユメ 
ント」を参照してください。 


wO • BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えな 
置3 いでください。 DVD - ROM ドライブび最初に起動するようになっていな 

いと使用でをません。 

• LAN 接続は標準 LAN ポートのみ使用可能です。 

• ダイレクト接続はシリアルポート B のみ使用可能です。 

• コンソールレスで本装置を違隔操作するためには、設定情報を格納した 
フ□ッピー ディスクび必要になります。 フォーマッ ト済みの フロッピー 
ディスクを用意しておいてください。 

• BIOS セットアップユーティリティを通常の終了方法 m 外の手段（電源 
OFF やリセット）で終了ずるとリダイレクションび正常にでさない場合 
びあります。設定ファイルで再度設定を行ってください。 
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BIOS 設を情報はじ ( 下の値にセットされます。 

• LAN #1: [Enabled] 

参 Serial Port A: [Enabled] 

• Serial Port A I/O Address: [3F8] 

参 Serial Port A Interrupt: [4] 

参 Serial Port B: [Enabled] 

• Serial Port B I/O Address: に F8] 

参 Serial Port B Interrupt: [3] 

参 BIOS Redirection Port: [Serial B] 

• BIOS Redirection Baud Rate: [19.2k] 

• BIOS Redirection Flow Control: [CTS/RTS] 

• Console Type: [PC ANSI] 


トップメニュー 

管理 PC の画面上に表示される卜、ソプメニューは次のとおりです。 



各種セツトアップを行う 


EXPRESSBULDER が持つ 
機能を個別に起動ずる 


EXPRESSBULDER の各種機能に 
関する説明を表示する 


EXPRESS 目 UILDER を終了ずる 


セットアップ 

本体の八ードウェア構成をチェックして、ディスクアレイコンフィグレーションおよび保守 
用パーティションの設定を自動的に行います。 
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ツールメニュー 

トップメニューでツールを選択すると trF のメニューが表示されます。ツールメニューにあ 
る項目は、 「 EXPRESS 目 ULDER トップメニュー」の「ツールメニュー」の項目の中からコン 
ソールレスで使用できるもののみがあげられています。それぞれの機能については、前述の 
「 EXPRESS 目 ULDER トップメニュー」を参照してください。 



— "〇 「 EXPRESSBUILDER トップメニュ ー 」の「ツールメニュー」にある機能と 
比較すると「システム診断」の内容や操作方法（詳しくは、210ページを参照 
してください）び異なります。 
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マスターコントロールメニ 


Windows(Windows 95 JU 降、または Windows NT 4.0 JU 斷が動作しているコンピュータ上で 
添付の 「 EXPRESSBULDER 」 CD - ROM をセットすると、「マスターコント□-ルメニュー」 
が自動的に起動します。 


〇ォンラィンドキュ；》ント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


Master Control Menu 


O ソフトウェアの 
W セットアップ 




o わ 


Copyright NEC CorporoNon 


NEC 



システムの状態によっては自動的に起動しない場合があります。そのような場 
合は、 CD-ROM 上の々のファイルをエクスプローラ等から実行してください。 

¥ MC ¥1 ST.EXE 

¥ MC ¥1 ST X 64 .EXE (Windows x 64 Editions の場合） 


マスターコント□-ルメニューからは、 Windows 上で動作するを種バンドルソフトウエアの 
インストールやオンラインド羊ュメントを参照することができます。 


オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式の文書で提供されているものもあ 
か' ります。このファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の 
Adobe Reader がインストールされている必要があります。 

Adobe Reader がインストールされていないときは、あらかじめ Adobe システ 
ムス''社のインターネットサイトより Adobe Reader をインストールしてくださ 

い。 


マスター コント□ールメニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をク 
リックするか、ちクリックして現れるショートカットメニューを使用してください。また、 
一部のメニュー項目は、メニューが動作しているシステム•権限で実行できないとき、グレ 
イアウト表示され選択できません。適切なシステム-権限で実行してください。 


W "0 CD - ROM をドライブか5取り出す前に、マスターコント□—ルメニューおよ 
Bta びメニューか5起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは終了させて 
おいて < ださい。 
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ExpressPicnic 

「 ExpressPicnic ®」 は、 EXPRESSBULDER のシームレスセットアップで使用する「セット 
アップパラメータ FD 」 を作成するツールです。 

EXPRESS 目 ULDER と ExpressPicnic で作成したセットアップパラメータ FD を使ってセット 
アップをすると、いくつかの確認のための羊一入力を除き 0 S のインストールからを種ユー 
ティリティのインス I -ールまでのセットアップを自動で行えます。また、再インストールのと 
きに前回と同じ設定でインストールすることができます。「セットアップパラメータ FD 」 を作 
成して、 EXPRESS 巨 ULDER からセツトアップすることをお勤めします。 


— "〇 Microsoft Windows Server 2003 x 目4 Editions 用の「セットアップパラ 
BM メータ FD 」 は作成できません。 



「セットアップパラメータ FD 」 がなくても Windows Server 2003をインストールす 
ることはできます。また、「セットアップパラメータ FD 」 は、 EXPRESSBUILDER 
を使ったセットアップの途中で修正.作成することもできます。 


セットアップパラメータ FD の作ぶ 


0 S をインストールするために必要なセットアップ情報を設定し、「セットアップパラメータ 
FD 」 を作成します。じ(下の手順に従ってください。 



ExpressPicnic は PC 98 -NX シリーズ- PC - 9800シリーズ- PC-AT 互換機で動作 
します。 


1. 日 S を起動する。 

2. 添付の 「EXPRESSBUILDER」CD-R 日 M を DVD-R 日 M ドライブにセットする。 
マスター コント □ールメニューが 表示されます。 

3. 画面上でちクリックするか、[ソフトウェアのセットアップ]を左クリックする。 


国 


〇オンラインドキュタント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


Master Control Menu 


i ソフトウェアの 
七ットアップ 


〇 




CopyrigN NEC CorpOfoNon 


NEC 
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4. [ExpressPicnic] をクリックする。 

ExpressPicnic ウィンドウが表示されます。 

日.[ファイル]メニューの[情報ファイルの新規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイア□グボックスが表示されます。 



目.各項目を設定し、 [OK] をクリックする。 

[基本情報]ダイア□グボックスなど、セツトアップ情報を設をするダイア□グボ、ソ 
クスが順に表示されます。 



巧巧ディスクのトータルな |3 


パックをなぶするディスクな|3 

バックを巧巧する RA の [Raids こ j 

ライトモード C 白れ i を定 r キれ i を定 

广 Jj 
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7. メッセージに従ってダイア□グボックスの各項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る。 

セツトアップ情報の設定が完了すると、[ファイル指を]ダイア□グボックスが表示 
されます。 



• [キャンセル]をクリックすると設定した内容が消えてしまいます。 

• IP アドレスの設定は書まのみチェックしています。 

サブネ、ソトマスク等との整合性については事前(こ確認しておいてくださ 
い。 



使用者名と会社名を日本語で設をする場合は、 ExpressPicnic で設をしてくださ 
い。シームレスセットアップ中に日本語で入力することはできません。ただし、 
シームレスセットアップを使ったインストールを完了後、ログオンのときに表 
示されるポップアップ画面で再入力し直すことができます。 


8. [セットアップパラメータ FD] チェックボックスがオンになっていることを 確認 
し、[ファイル名]ボックスにセットアップ情報のファイル名を入力する。 



9.1.44 MB でフォーマット済みのフ□ッピーディスクをフ□ッピーディスクドライ 
ブにセットし、[日のをクリックする。 

「セットアップパラメータの」が作成できました。 r セットアップパラメータ FD 」 は Windows 
Server 2003をインストールするときに使用します。ラベルを貼り大切に保管してください。 
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• 各項目の設を内容についてはヘルプを参照してください。 

• 既存の情報ファイル（セットアップパラメータ FD ) を修正する場合は、 
ExpressPicnic ウインドウの[情報ファイルの修正]をクリックしてくだ 
さい。詳しくはヘルプを参照してください。 
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ンのインス I ル 


rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM でサポートしていないアプリケーシヨンを追力□でインスI 
ルする場合は、下の手順に従って「セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 


wO 追加でインス!ルずるアプリケーシヨンは、シームレスセットアップに対応 
している必要びありまず。 


1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （187 ぺージ参照)。 

2. [ファイル]メニューの[情報ファイルの新規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 



3. 各項目を設定し、 [OK] をクリックする。 

[基本情報]ダイア□グボックスなど、セツトアップ情報を設定するダイア□グボ、ソ 
クスが順に表示されます。 



4. メッセージに従ってダイア□グボックスの各項目を設定し、[次へ]をクリックする。 


[キャンセル]をクリックすると人力した内容が消えてしまいます。 

区エック I 
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日.[アプリケーションの設定]が表示されたら、[追加アプリケーションのインス!-一 
ル]にチェックを入れる。 



6. [ファイル指定]ダイア□グボックスが表示されたら、[セットアップパラメータ 
FD] チェックボックスがオンになっていることを確認し、[ファイル名]ボックス 
にセットアップ情報のファイル名を入力する。 

7.1.44 M 巨でフォーマット済みのフ□ッピーディスクをフ□ッピーディスクドライ 
ブにセットし、[日のをクリックする。 
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大容量記憶装置ドライパのインストール 


シームレスセットアップに対応しているオプションの大容量記憶装置ドライバをインス I -一 
ルする場合は、 W 下の手順に従って「セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 

1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （187 ぺージ参照)。 

2. [ファイル]メニューの[情報ファイルの新規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイア□グボックスが表示されます。 



3. 各項目を設定し、 [OK] をクリックする。 

[基本情報]ダイア□グボックスなど、セツトアップ情報を設をするダイア□グボ、ソ 
クスが順に表示されます。 



4. メッセージに従ってダイア□グボックスの各項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る。 


[キャンセル]をクリックすると入力した内容が消えてしまいます。 

区エック I 
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日.[アプリケーシヨンの設定]が表示されたら、扶容量記憶装置用日 EM-FD の適用] 
にチェックを入れる。 



6. [ファイル指定」ダイア□グボックスが表示されたら、[セットアップパラメータ 
FD] チェックボックスがオンになっていることを確認し、[ファイル名]ボックス 
にセットアップ情報のファイル名を入力する。 

7.1.44 M 巨でフォーマット済みのフ□ッピーディスクをフ□ッピーディスクドライ 
ブにセットし、[日のをクリックする。 
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大量インス I ル 


ベースとなるセットアップ情報ファイルを指をし、マシンごとに変更する必要のあるパラメー 
夕のみ修正して、複数のセットアップ情報ファイルを作成します。 

1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （187 ぺージ参照)。 

2. [オプション]メニューの[大量インス!ルのアシスト]をクリックする。 



3. [ファイルを開く]画面でベースとなるセットアップ情報ファイルを選択する。 

ベースとなるセットアップ情報ファイルの設定値がリストの一番上の欄に表示され 
ます。 

4. [追加]をクリックする。 
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日.ベースとなるセツトアップ情報ファイルから変更するパラメータを設定する。 



目.[日のをクリックする。 

リストに追力□した情報が表示されます。 

7. ファイル名を選択し、 [FD 作成]をクリックする。 

選択したファイルをのセットアップパラメータ FD を作成します。 
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本体用バンドルソフトウエア 

本体にバンドルされているソフトウエアの紹介およびインストールの方まについて簡単に說 
明します。詳細はオンラインド羊ュメントをご覧ください。 


ESMPRO/ServerAeent ( Windows 版) 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）は本装置にインストールする本体監視用アプリケー 

シヨンです。 

EXPRESSBULDER のシームレスセットアップで自動的にインス I ルすることができます。 
ここでは個別にインストールする場合に知っておいていただきたいを意事項とインス I -ール 
の手順を説明します。 



運用上のを意事項については、添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM 内の才 
ンラインドキュメント 「 ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）インストレー 
シヨンガイド」 に記載しています。ご覧ください。 


インス I ル前の準備 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）を動作させるためには対象 OS の TCP / IP と TCP / IP 関 
連コンポーネントの SNMP の設定が必要です。 

• ネットワークサービスの設定 

プ〇トコルは TCP / IP を使用してください。 TCP / IP の設定じついてはスタートメニュー 
から起動する r ヘルプ」を参照してください。 

• SNMP サービスの設定 

コミュニティをに 「 public 」、 トラップ送信先に送信先 IP アドレスを使います。 
ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lage 「側の設をで受信するトラップのコミュニティをデフォルトの 
「*」から変更した場合は、£31\/^民0/56「ソ6「1\/1311396「側で新しく設定：したコミュニティ 
をと同じを前を入力します。 
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インストール 


ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）のインス!ルは添付の 「EXPRESSBULDER」 
CD-ROM を使用します。本装置の 0S が起動した後、 Automn で表示されるメニューから 
[ソフトウェアのセットアップ]- [ESMPRO] - [ESMPRO/ServerAgent] の順にク 
リックしてください。じ(降はダイア□グボックス中のメッセージに従ってインストールして 
ください。 



W -0 管理者権限のあるアカウント ( administrator ) でシステムに□グインしてく 
■ra ださい。 


ネットワーク上の DVD-ROM ドライブから実行する場合は、ネットワークドライブの割り当 
てを行った後、そのドライブから起動してください。ェクスプ□ーラのネットワークコン 
ピュータからは起動しないで<ださい。 



アップデートインストールについて 

ESMPRO / ServerAgent がすでにインストールされている場合は、々のメッセー 
ジが表示されます。 


「 ESMPRO / ServerAgent が既にインストールされています。」 
メッセージに従って処理してください。 

























ソフトウェア編 199 


インスI-ール後の確認 

ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）をインストールした後に次の手順で正しくインス 
トールされていることを磕認してください。 

1. 本装置を再起動する。 

2. イベント□グを開く。 

3. イベント□グに ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）の監視ヴービスに関す 
るエラーが登録されていないことを確認する。 

エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。もう一度は 
じめからインスI-ールし直してください。 
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MegaRAID Storage Manager " ^ ( サーバ ) 


MegaRAID Storage Manage 「( JU 下 MSM と略記します)は、 「 N 8103 -90 ディスクアレイ〕ン 
卜日ーラ(外付 SAS HDD 用)」、 「 N 8103 -91 ディスクアレイコント日ーラ(内蔵 SAS HDD 用)」、 
「 N 8103 -99 ディスクアレイコント日ーラ ( Och)」、「LSI Logic Embedded MegaRAID ( tm )」 シ 
ステムの監視-管理を行うアプリケーションです。 

MSM を使用することで、システム運用中のアレイ保守やイベント監視による通報を行うこと 
ができます。 

MSM のインストールおよび操作方まについては、添付の EXPRESSBUILDER 内にあるオンラ 
インド车ュメント 「MegaRAID Storage Manager ユーザーズガイド」を参照してください。 
この説明書には運用にあたってを意すべきことも掲載しています。 

運用開始前に必ずお読み<ださい。 

カスタムインスI-ールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に MegaRAID Storage Manager があらかじめインストールされてい 
る場合があります。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

MSM は添付の EXPRESS 目 UILDER 内にある自動インストールツール「シームレスセットアッ 
プ」を使ってインストールできます。 

シームレスセットアップを開始すると、アプリケーションを設定するダイア□グボックスが表 
W されます。 

ここで 「MegaRAID Storage Manager 」 を選択してください。 


手動インストール（新規インストール） 

手動で MSM をインス I — ルする場合は、添付の EXPRESS 目 UILDER 内のオンラインド羊ュメ 
ント 「MegaRAID Storage Manager ユーザーズガイド」を参照してください。 
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Web-based Promise Array Manager 


Web-based Promise Array Mange 「( JU 下 WebPAM と略記します）は、 N 8103-101または 
N 8103 -103 の RAID システムの監視、管理を行うアプリケーシヨンです。 WebPAM を使用す 
ることで、システム運用中のアレイ保守やイベント監視による通報を行うことができます。 

WebPAM のインス! -- ルおよび操作方まについては添付の FEXPRESSBULDERJ CD-ROM 
内のオンラインドキュメント rWeb-based Promise Array Manager ユーザーズガイド」を参 
照してください。この説明書には運用にあたってを意すべきことも掲載しています。運用開始 
前に必ずお読みください。 

カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に WebPAM があらかじめインス I -ールされている場合があります。 
この場合、この他に Internet Explorer の設をや通報監視についての設をなどが必要な場合があ 
ります。 

「 EXPRESSBULDER 」 CD - ROM 内のオンラインド羊ュメント 「 Web-based Promise Array 
Manager ユーザーズガイド」の付録を参照し、設をしてください。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

WebPAM は添付の rEXPRESSBUILDERJ に収められている自動インストールツール「シー 
ムレスセットアップ」 を使ってインストールできます。シームレスセットアップを開始する 
と、アプリケーションを設をするダイア□グボックスが表示されます。 

ここで WebPAM を選択してください。 


Internet Explorer の設定や通報監視についての設定などが別途必要な場合があります。 
WebPAM のインストールおよび操作方まについては、添付の rEXPRESSBUILDERJ CD-ROM 
内のオンラインド羊ュメント rWeb-based Promise Array Manager ユーザーズガイド」のが 
録を参照し、設をしてください。 


手動インスI-ール(新規インスI-ール） 

手動で WebPAM をインストールする場合は rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM 内のオンライン 
ド羊ュメント 「 Web-based Promise Array Manager ユーザーズガイド」を参照してください。 
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エクスプレス通報ヴービス 


エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムじ発生する障害情報（予防保守情 
報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知することや、障害発生時に迅 
速に保守を行うことができます。 

セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にするじは、 W 下の契約等が必要となりますので、あらかじ 
め準備してください。 

• 本体装置のハードウ エア メンテナンスサービスの契約、またはエクスプレス通報ヴービ 
スの契約 

本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済みで 
ないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細については、お 
買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 

エクスプレス通報サービスのセットアップについては、「オンラインド羊ュメント」を参照し 
てください。 





ソフトウェア編 203 


管埋 PC 用バンドルソフトウエア 

装置をネットワーク上から管理するための「管理 PC 」 を構築するために必要なバンドルソフ 
トウエアについて説明します。 


ESMPRO/ServerManaser 


ESMPRO / ServerAgent がインストールされたコンピュータをネ、ソトワーク上の管理 PC から監 
視-管理するには、本体にバンドルされている ESMPRO / ServerMamger をお使いください。 
管理 PC へのインストール方まや設定の詳細についてはオンラインド羊ュメントまたは 
ESMPR 0 のオンラインヘルプをご覧ください。 



ESMPRO / ServerManager の使用にあたってのを意事項や補足説明がォンライ 
ンドキュメントで説明されています。添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD-ROM 
内のオンラインドキュメント 「 ESMPRO / ServerManager インストレーシヨン 
ガイド」を参照してください。 
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DianaScope 


口 anaScope は Express 5800シリーズをリモート管理するためのソフトウエアです。 

口 anaScope の機能やインストール方まについての詳細は fEXPRESSBULDEERJ 内の 
[ DianaScope オンラインド羊ュメント」を参照してください。 



本製品において DianaScope を使用するためにはオプションのサーバライセン 
医!^ スが必要です。 

本製品(こは]: J 下のサーバライセンスが添がされています。 

• UL1 198- 001 SystemGlobe DianaScope Additional Server Licensed) 
管理対象サーバを 1 台管理するためのライセンス 


MegaRAID Storage Manager™ ( 管埋 PC) 


MegaRAID Storage Manager ™ け i 下 MSM と略記します）をネットワーク経由で使用する場 
合にインス I -ールします。 

MSM のインストールおよび操作方まについては、添付の 「 EXPRESS 目 ULDER 」 CD - ROM 内 
のオンラインドキュメント 「MegaRAID Storage ManagerTM ユーザーズ ガイド」を参照して 
ください。この説明書には運用にあたってを意すべきことも掲載しています。運用開始前に必 
ずお読みください。 













































